


































































































































































































































































































































































































































訪問看護室 伊 藤 知 子
平成19年６月、岡山コンベンションセンターにて第
12回日本緩和医療学会が開催されました。テーマは
～地域をつつむ緩和医療～です。
今日、緩和医療は地域で取り組み自宅で受けられる医
療となりました。学会での演題も在宅緩和医療に関する
ものが多数発表されていました。在宅医療、スピリチュ
アルケア、チーム医療を中心にワークショップやシンポ
ジウム、講演に参加させていただきました。在宅ケアホ
スピスにおける地域の活動の実際を聴講しながら、在宅
ケアを実践していくには地域の連携が大切であることを
痛感しました。各々の地域において地域連携パスの試み、
患者の希望に添うための終末期支援システム活用の取り
組みが報告されていました。室蘭にも「西胆振在宅ホス
ピスネットワーク」というネットワークが結成されてい
るのをご存知でしょうか？年に数回、室蘭を中心とする
西胆振地区の緩和ケアに従事する医師、看護師、ソーシャ
ルワーカーが集合し〝家で死にたい"という患者の希望
に応えていくための地域連携システムづくりをしていま
す。このネットワークが整備されれば、終末期患者の選
択肢の幅が在宅にまで飛躍的に広がります。終末期を在
宅で過ごすことが必ずしも最高というわけではありませ
んが、患者・家族がそれを選択した時には最高の価値あ
る終末期を在宅で迎えられる日が訪れるのだろうか……
そうあればよいなあ……と思います。もし、自分が、自
分の大切な人が終末期の過ごし方を自ら選択するとした
らどのような最期を選ぶのでしょうか？？？学会に参加
して「地域をつつむ緩和医療」とは、どんな選択でもそ
れを支えるシステムの広がりを目指しているのだなあと
感じました。
当院の院内緩和ケア研究会ではみなさんに多くの意見
を聞きたいと思っています。当研究会に望むこと、相談
してみたいこと、検討してみたい症例などがありました
ら遠慮なくお寄せください。多くの意見を共有し合い緩
和ケアの質の向上を目指しましょう‼
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